
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 受難節第三週 主日礼拝  NO.1162  2021 年 3 月 7 日 

牧師  山本護   奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  竹内雅子     9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います               第二部礼拝   司式  清水由可    11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  26 こころをかたむけ 

祈  禱 

聖  書 詩編 41:10 

マルコによる福音書14:17~21 

讃 美 歌 320 主よ、みもとに 

説  教 『 まさかわたしのことでは 』 

祈  禱 

讃 美 歌  515 十字架の血に 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 541 父、み子、みたまの 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面省略します。 

 「除酵祭の第一日、すなわち過越の小羊を屠る日(ﾏﾙｺ 14:12)」であった。キリストが小羊として、

十字架で犠牲になる時が目前に迫っている、という寓意であろう。イエスは弟子たちの問いに答えて、

過越の食事の場所を伝える。だが場所の教え方は、実に奇妙で不確実なものであった(14:13~15)。 

 「水がめを運んでいる男に出会う(14:13)」とか、見ず知らずの人に「過越の食事をするわたしの部

屋はどこか(14:14)」と唐突に言うと広間が用意されている(14:15)といった不確実さは、何を語ってい

るのか。キリスト者が従うべき御心の、未知なる膨らみだろうか。だとすれば、私たち八ヶ岳伝道所

の歩調には合っている。つまり状況に応じていく柔軟さ。別の言い方をすれば、行き当たりばったり。 

夕食時、イエスは厳かな口調で言った。「はっきり言っておくが、あなたがたのうちの一人で、わた

しと一緒に食事をしている者が、わたしを裏切ろうとしている(14:18)」。場の空気は凍りつき、「弟子

たちは〔まさかわたしのことでは〕と代わる代わる言い始めた(14:19)」。弟子たちは、イエスがこん

なことを言い出すのでは、と予期していたか。町なかで感じた剣呑な視線(14:1)、イエスの不吉な言

葉(13:13,14:7)から恐れていた。そして「まさかわたしのことでは」と、己が背信の怖れも噴き出した。 

「まさかわたしのことでは」と狼狽する弟子に、イエスは「十二人のうちの一人で、わたしと一緒

に鉢に食べ物を浸している者がそれだ(14:20)」と答えた。裏切ろうとしている者(14:18)は、「十二人

の一人イスカリオテのユダ(14:10)」に他ならないのだが、すべての使徒に「1／12」の可能性を含ま

せている。要するに「まさかわたしのこと」かもしれないのだ。イエスを裏切るかもしれないのは、

私たちキリスト者である。キリストの愛と救いに無関心な者は、裏切ることも、近づくこともない。 

「わたしと一緒に鉢に食べ物を浸している者(14:20)」とは、単に「同じ釜の飯を食う」という仲間

の親しさだけではない。鉢に浸すパンは、裂き与えられるイエスの体だ(14:22)。イエスの命を受け取

る者が、神からの愛と恵みを裏切る。視点を移せば、イエスは裏切る者にも、命を裂いて分かち与え

給う。次は視点を福音書の著者に移そう。十二弟子すなわち教会は、キリストに背く者を抱える、と

語っているのではないか。教会では誰がユダなのか分らない。あるいは状況によって、ユダの役割は

別の者に移っていく。なぜならば、信徒も、牧師も、イエスに従っている罪人の一人だからだ。 

「わたしの信頼していた仲間、わたしのパンを食べる者が、威張ってわたしを足げにします(詩編

41:10)」。十字架の直前、神の命の分かち合いへの裏切りは、遠い昔から暗示されていたのか。いや昔

から、神に忠実な者に対しては、裏切りがつきものだった。敬虔な信仰者の背きは、あの過越の晩「ま

さかわたしのことでは」とつぶやく十二人の弟子によって、代わる代わる露わになった(ﾏﾙｺ 14:19)。 

「十二人のうちの一人(14:20)」がイエスを裏切る(14:18)。しかし裏切られるイエスは、彼のために

も御自分の体と血を与え給う(14:22~24)。教会ではキリストの命が分かち与えられる。忠実であろう

と背こうと、私たちはキリストの命に与る。有り余る命ではなく、十字架で失われる唯一の命に与る。 

十字架の贖い 人々や私の命は安価で買い取りやすいのか 否 一人ひとりの命はそれぞれに高価

でキリストも金持ちではない だから御自分の命で支払った 私はキリストの命と同額で贖われた 

総会は 4/11。本日午後は役員会。3/13(土)1:30～3:00 集会所で聖書研究会。3/20(土)1:30～3:00

八ヶ岳ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｶﾌｪ。牧師の動き:3/11 ｷﾘｽﾄ者 9 条の会、3/15 教誨師会理事会、3/19 山梨ﾀﾞﾙｸ支援会。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


